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子会社の異動（持分譲渡）ならびに債権放棄に関するお知らせ 

 

当社は、平成２９年１１月２２日開催の取締役会において、当社連結子会社の北京雁栖中央化学有限公

司（中国北京市、以下「北京中央化学有限公司」といいます。）の全出資持分を北京長城偉業投資開発総公

司（中国北京市）に譲渡すること（以下「本件譲渡」といいます。）ならびに北京中央化学有限公司に対す

る債権の一部について債権放棄することを決議致しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．本件譲渡の理由 

 当社は、平成６年９月、中国北京市懐柔区に合成樹脂製食品容器及びその関連資材の製造・販売を目

的として北京中央化学有限公司を設立し、今日まで事業活動を行って参りましたが、雁栖経済開発区が

推進する地域一帯の再開発に伴い、北京中央化学有限公司の立ち退きを要請されております。雁栖経済

開発区と協議の末、これを機に、人件費高騰等の影響による収益圧迫を受ける北京中央化学有限公司を

閉鎖し、設備を中国国内の別の当社連結子会社に移設した上で、当社グループの経営資源の集中による

体制拡充をすすめるべく、雁栖経済開発区子会社の北京長城偉業投資開発総公司に対する本件譲渡を決

定いたしました。 

 

２．債権放棄の理由 

 北京中央化学有限公司の北京長城偉業投資開発総公司への本件譲渡をすすめるにあたり、当社から北

京中央化学有限公司に対する長期売掛金、未収入金、売掛金、立替金等の一部について債権放棄するこ

とといたしました。 

 

３．譲渡する子会社の概要 

  （１）商  号   北京雁栖中央化学有限公司 

  （２）所 在 地   中華人民共和国北京市懐柔区雁栖経済開発区 

  （３）代 表 者     董事長  水 野 和 也 

  （４）事業内容    合成樹脂製食品容器及びその関連資材の製造・販売 

  （５）資本金    ３１，１００千ＵＳ＄ 

  (約３，４９５百万円)(本日のレート：１ドル＝１１２．３８円で換算) 

  （６）設立年月日  平成６年１０月１４日 
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  （７）主要出資者  中央化学持分会社     １００％ 

  （８）上場会社と当該会社との関係 

            資本関係         １００％ 

            人的関係         取締役３名の派遣（兼任） 

            取引関係         原材料・機械部品等の販売 

            関連当事者への該当状況  連結子会社 
 

  （９）当該会社の３年間の経営成績及び財政状態 

                                   （単位：千人民元） 

 平成 27 年 3 月期 平成 28 年 3 月期 平成 29 年 3 月期 

純 資 産 △ 28,620 △ 34,865 △ 44,675 

総 資 産 40,243 38,313 44,595 

売 上 高 63,295 65,566 60,907 

営 業 利 益 △ 1,551 △ 3,527 △ 8,089 

経 常 利 益 2,433 △ 6,245 △ 9,809 

当 期 純 利 益 2,433 △ 6,245 △ 9,809 

参考）各期末の為替ﾚｰﾄ 19.50 17.38 16.19 

     ※当該会社は有限公司で株式が無いため、1株当たりの情報については記載しておりません。 

 

４．出資持分の譲渡先の概要 

  （１）名  称   北京長城偉業投資開発総公司 

  （２）所 在 地   中華人民共和国北京市懐柔区雁栖経済開発区 

  （３）代表者    単景民 

  （４）事業内容    開発区内の不動産開発、所在企業への情報提供等各種サポート 

  （５）資 本 金   ５００，０００千人民元 

  （６）設立年月日  １９９２年４月 

（７）純資産    非開示 

（８）総資産    非開示 

  （９）大株主    北京市懐柔区人民政府国有資産監督管理委員会（１００％） 

 

５．譲渡持分数、譲渡価格及び譲渡前後の所有持分の状況 

   （１）異動前の持分出資金額 ３１，１００千ＵＳ＄ 

(約３，４９５百万円)(本日のレート：１ドル＝１１２．３８円で換算) 

   （２）譲渡持分出資金額   ３１，１００千ＵＳ＄  (同上) 

   （３）譲渡後の持分出資金額           ０千ＵＳ＄ 

   （４）譲渡価格       持分譲渡先との守秘義務により開示できません。 

 

６．日程 

 （１）取締役会決議日  平成２９年１１月２２日 

 （２）譲渡契約締結予定 平成３０年２月（予定） 

 （３）譲渡完了予定   平成３０年３月（予定） 

 

 



 

７．業績に与える影響 

 資産整理による除却損等の特別損失が発生しますが、本件譲渡により特別利益が発生するため、合計で

は利益計上となる見通しです。当社連結・個別業績ともに金額未定のため、影響が判り次第開示いたしま

す。 

また、債権放棄については約６億円の発生を見込んでおりますが、個別業績では当該債権に対する貸倒引

当金を計上している為、追加での損失は発生せず、親子会社間の債権放棄・債務免除の処理となる為、連

結業績でも影響はありません。 

 

以  上 


